
特定非営利活動法人 shining
シ ャ イ ニ ン グ

 鈴鹿子ども食堂『りんごの家』 

 

★理事長 岡田
お か だ

 聖子
しょうこ

さんにお話しを伺いました★ 

 

   —子ども食堂を始めたきっかけとは—    

・タイの孤児院で色々な国の方がボランティアで支援活動をされているのを見たことがき 

っかけです。鈴鹿でも、もっと子どもが集う場があればと思い、自分たちで活動を立ち上 

げました。子どもから高齢者まで、色々な方が気軽に来ることができ、交流による学びや、

安心して過ごせる場が必要だと考えています。 

 

   —活動を始めて良かったことを教えてください—    

・鈴鹿市内から色々な方が参加されるため、学校区域を越えて、友達の輪ができています。 

 また、参加者として来てくれた子どもが、『自分が参加して楽になったから、恩返しがし 

たい』とボランティアとして来てくれていることが嬉しいです。他にも、外国籍の方が手 

伝いに来られているのですが、子どもの頃から外国の方と接することで、異なる文化背景

を持つ方と共生していく学びの場になっていると感じます。 

 

   —活動を始めて困ったことを教えてください—     

・子ども食堂の活動時に、専門的な視点で子どもたちを見てくれる支援者（保健師、看護師、

保育士等）がもっといてほしいです。普段の生活の中での困り事や悩みに関して、専門機

関に行くほどではないけど、気軽に相談ができる場がほしいと思っている方が多いので、

そういった場になればと思っています。 

 

   —今後の展望を教えてください—    

・子どもの時は来てくれても、大きくなると来てくれなくなることに課題を感じています。

そのため、大きくなっても変わらずに気軽に来ることができる寄り所にしたいと思って

います。また、中学生以上を対象とした「ぴあカフェ」では、調理活動やレクリエーショ

ンを楽しむ場となっていて、今後地域の方と関わって、色々な学びを体験する場にしたい

と思っています。 

 開催日 毎月第３土曜日 10:00～14:00 

 

参加費 こども 100 円/おとな 300 円 

 

内 容 昼食、スポーツ、レクリエーション等 

 

※若者食堂『ぴあカフェ』もされています。 

 毎月第 1 土曜日 10:00～14:00  


